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5月5日子どもの日、第22回黒砂糖まつりが畦プリンスビーチにて行われました。

徳之島町の現勢
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５
月
５
日
こ
ど
も
の
日
、
「
第
22
回
　
黒
砂
糖
ま

つ
り
」
が
、
畦
プ
リ
ン
ス
ビ
ー
チ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
　
当
日
、
午
前
中
は
雨
天
で
、
予
定
さ
れ
て
い
た

「
海
開
き
」
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
午
後
か
ら

は
雨
も
あ
が
り
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

「
第
22
回
　
黒
砂
糖
ま
つ
り
」
を
写
真
特
集
で
お
届

け
し
ま
す
。

写真特集

写真①

昔ながらの黒砂糖の作り方
１．刈り取ったさとうきびをサタグンマ（砂糖車）

　　で搾ります。（写真①）

２．サタグンマで搾ったキビ汁に石灰を加え、サ

　　タヤドリ（砂糖小屋）で焦げないように注意

　　しながら時々アクを取り、黒っぽくなるまで

　　煮詰めます。（写真②）

３．煮詰めたキビ汁を鍋などに移し、木の棒でか

　　き混ぜ冷やし固めると、美味しい黒砂糖の出

　　来上がり！（写真③）

写真②

出来たての黒砂糖に大行列ができました

写真③

写真特集
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第２２回　黒砂糖まつり

楽しいステージも繰り広げられました！！

カラーズの皆さんオープニングを飾った亀津小学校吹奏楽部

かわいらしいフラダンス　リーテム力強いエイサー　黒組太鼓

治井秋喜三味線教室の皆さん一年生による踊りも　徳之島高校音楽部

第２２回　黒砂糖まつり
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まちの話題

　
４
月
24
日
、
徳
之
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
（
貞
勝
仁
会
長
）
の
総
会
、
『
し
じ

ゅ
う
に
こ
に
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
町

文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
開
会
宣
言
後
、
東
日
本
大
震

災
を
う
け
て
の
黙
祷
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
貞
勝
仁
会
長
は
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
、

「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
を
掲
げ
、
「
そ

れ
ぞ
れ
の
行
事
を
楽
し
く
遂
行
で
き
る
よ

う
に
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
協
議
の
後
に
は
芸
能
交
流
が
行
わ
れ
、

14
地
区
か
ら
楽
し
い
余
興
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
総
会
名
の
「
し
じ
ゅ
う
に
こ
に
こ
」

に
ふ
さ
わ
し
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
総
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
教
室
が
亀
津
小
学
校
で
、
４

月
25
日
に
行
わ
れ
、
４
・
５
・
６
年
生
２

３
０
名
は
、
自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
徳
之
島
警
察
署
交
通
課
の
警
察

官
に
よ
る
話
と
、
自
転
車
に
乗
っ
て
の
左

折
・
右
折
の
際
の
指
示
の
出
し
方
な
ど
の

実
演
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
児
童
が

自
転
車
に
乗
っ
て
の
実
技
が
行
わ
れ
、
真

剣
に
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
鶴
田
照
男
校
長
は
「
亀
津
の

道
は
細
く
て
危
な
い
の
で
、
今
日
学
ん
だ

こ
と
を
活
か
し
、
命
を
守
る
た
め
に
も
し

っ
か
り
と
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ

う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
太
平
洋
戦
争
末
期
昭
和
19
年
６
月
29
日

に
沖
縄
へ
将
兵
・
物
資
補
給
の
た
め
徳
之

島
町
亀
徳
沖
を
航
行
中
、
米
潜
水
艦
の
魚

雷
攻
撃
を
受
け
て
沈
没
し
た
輸
送
船
「
富

山
丸
」
の
犠
牲
者
を
弔
う
第
48
回
富
山
丸

戦
没
者
慰
霊
祭
が
、
４
月
15
日
な
ご
み
の

岬
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
全
国

各
地
か
ら
、
妻
・
子
・
孫
と
い
っ
た
遺
族

１
０
３
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
慰
霊
祭
は
、
黙
祷
・
合
唱
「
千
の
風
に

な
っ
て
」
「
海
ゆ
か
ば
」
の
後
、
遺
族
・

地
元
関
係
者
ら
の
献
花
が
行
わ
れ
、
あ

の
よ
う
な
悲
惨
な
戦
争
を
二
度
と
繰
り
返

し
て
は
な
ら
な
い
と
、
平
和
へ
の
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　
徳
之
島
町
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

（
森
二
三
江
会
長
）
、
第
37
回
徳
之
島
町

地
域
女
性
連
運
動
会
が
５
月
８
日
母
の

日
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
選
手

と
そ
の
家
族
が
集
ま
り
、
た
く
さ
ん
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
後
、
徒
走
や
輪
投
げ
・
玉
入
れ

な
ど
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
の
お
や
つ
取

り
競
争
や
、
風
船
を
膨
ら
ま
せ
二
人
で
割

る
競
技
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
20
の
競

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
亀
徳
と
尾
母
が
同
点
で
し
た

が
、
競
技
で
の
一
位
獲
得
が
多
い
亀
徳
が

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
亀
徳
の
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

献花をする遺族

たくさんの競技が行われました

全国花見音頭（反川の皆さん）

自転車の乗り方を学びました

日
々
を
す
こ
や
か
に

命
を
ま
も
る
た
め
に

第
48
回
富
山
丸
慰
霊
祭

女
性
連
運
動
会

日
々
を
す
こ
や
か
に

命
を
ま
も
る
た
め
に

女
性
連
運
動
会

第
48
回
富
山
丸
慰
霊
祭
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まちの話題

　
徳
之
島
町
教
育
委
員
会
主
催
の
「
学
士

村
塾
」
の
開
講
式
が
５
月
７
日
、
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
町
内
の
小
中
学

生
１
３
９
人
と
保
護
者
ら
が
参
加
し
ま
し

た
。
　
式
で
秋
武
喜
一
郎
教
育
長
は
「
努
力
は

裏
切
ら
な
い
。
将
来
の
大
き
な
幸
せ
を
願

っ
て
、
学
力
向
上
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　
同
塾
は
、
町
内
７
地
区
の
公
民
館
で
毎

週
土
曜
日
午
前
９
時
～
12
時
の
３
時
間
、

児
童
生
徒
が
持
ち
寄
っ
た
課
題
に
取
り
組

む
も
の
で
、
今
年
度
の
受
講
生
は
１
４
１

人
。
　
受
講
生
代
表
の
東
天
城
中
学
校
３
年
嶺

山
若
夏
さ
ん
を
先
頭
に
、
10
条
か
ら
な
る

「
徳
之
島
町
『
学
士
村
塾
』
塾
生
憲
章
」

を
、
全
受
講
生
で
朗
読
し
ま
し
た

塾生憲章を朗読する受講生

自
学
自
習
の
定
着
を

自
学
自
習
の
定
着
を
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教育委員会だより

小中一貫教育推進を目指した取組 徳之島町立尾母小・中学校

○　小中合同の行事の推進及び活性化

○　小中学校教師が一体となって取り組む生徒指導の推進

○　小中学校教師による授業交流

〔オニヒトデ駆除見学学習〕 〔体育祭小中合同応援練習〕 〔小中全教師による研究授業〕

母間少年少女消防クラブについて
徳之島町立母間小学校

＜Ｈ２２年退団式＞

＜湾岸清掃＞ ＜消防車での年末警戒＞

◇　消防クラブの活動

　　５月　結団式　 

　　５月　避難訓練（風水害）

　　９月　規律訓練　

　１０月　秋季大運動会で規律訓練の発表　

　１２月　年末火災予防呼びかけ　

　　１月　消防出初め式への参加　

　　２月　海岸清掃（奉仕活動）　

　　３月　退団式　

　　これらの活動を通して、防火意識の醸成や環境問題に関する意識の高揚、母校愛・郷土愛を培って

　います。

　本校では、小中併設校という特色を生かした取組として、平成２１年度より徳之島町小中

一貫教育推進校として活動しています。具体的な取組内容としましては次の３点です。

　上記３つを具体化するために、少しずつではありますが活動の充実を図っています。子
どもたちに徳・知・体のバランスの取れた教育を行うために、小中学校９年間を見通し、
小中学校全職員で協力して育てていきたいと考えています。

　本校の児童数は５２人、学校創立１０９年を迎えました。　　

◇　母間少年少女消防クラブは、平成７年に発足し、今年で１６年目にな

ります。平成１７年には、１０周年記念式典を行い、全国少年消防クラブ

運営協議会から「優良な少年消防クラブ」として表彰されました。また、

平成２２年度は、奉仕活動に継続的に取り組んだ功績が認められ鹿児島県

優良少年少女団体として鹿児島県教育委員会より表彰されました。

　今年度の消防クラブ員は、４・５・６年生の２８名で組織し、徳之島地

区消防組合消防長、消防組合署長、徳之島町消防分団長、校区の消防団の

方々に御指導をしていただく予定にしております。
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　　　　　　　　　　　　　子育てをする中では、様々な悩みや迷いが出てくることもある

　　　　　　　　　　　　と思います。また、学校の様子で気になることもあるかと思いま

　　　　　　　　　　　　す。

　　　　　　　　　　　　　？子どもが学校に行きたくないと言い始めた。

　　　　　　　　　　　　　？子どもが親に反抗することが多くなった。

　　　　　　　　　　　　　？子どもの学校生活のことで悩んでいることがある。

　　　　　　　　　　　　　？学校の指導や方針に気になることがある。

　　　　　　　　　　　　といったことをお気軽に御相談いただいて構いません。もちろん、

　　　　　　　　　　　　身近な学校の担任や校長先生、教頭先生に聞いていただくのが一

　　　　　　　　　　　　番かと思いますが、学校の先生方へ言いにくいことなどについて

　　　　　　　　　　　　は、徳之島町教育委員会へ遠慮無く御相談ください。相談者の確

　　　　　　　　　　　　認なしに相談内容を学校に報告することもありませんし、子ども

さんに不利益になるようなこともありません。教育委員会は子どもたちが楽しく、明るく学

校生活を送ることを応援しています。なお、公正を保つためと、秘密も守りますので、原則

として匿名でなくお名前をお聞かせいただけるようお願いしております。

　学校への御意見や御相談がありましたら、いつでも徳之島町教育委員会へお寄せください。

（担当　学校教育課　川野浩明　ＴＥＬ　８２－１３０８　ＦＡＸ　８２－２４１３）

　平成２３年７月２４日に現在の地上アナログ放送は終了し、地上デジタル放送へ完全移
行します。
地上デジタル放送を視聴するためには、テレビの買い換えやアンテナの改修等が必要です。

　総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送をまだ視聴できない低所得の世帯に対して、支援を行
っています。対象となる世帯は次のとおりです。
（１）ＮＨＫ放送受信料が全額免除となっている世帯への支援
　［支援の対象］まだ地上デジタル放送に対応できず、
　①生活保護などの公的扶助を受けている世帯、②障がい者がいる世帯で、世帯全員が市町村民税非課
　税の世帯、③社会福祉施設に入所している世帯のいずれかに該当し、ＮＨＫ放送受信料が全額免除の
　世帯が対象です。
（２）市町村税非課税世帯への支援
　〔支援の対象〕まだ地上デジタル放送に対応できず、「世帯全員が市町村民税非課税の措置を受けて
　いる世帯」が対象です。（ＮＨＫとの放送受信契約が必要です。）
（３）支援内容・申し込み方法については下記にお問い合わせください。
【問い合わせ先】
総務省　地デジチューナー支援実施センター
　（１）のＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への支援については　　０５７０－０３３８４０
　（２）の市町村税非課税世帯への支援については　　　　　　　０５７０－０２３７２４

教育委員会だより

いつでも御意見・御相談をお寄せください。

　町民の皆様の中には「教育委員会」と聞かれると堅くて、

親しみにくいイメージをもたれていらっしゃる方も多いの

ではないでしょうか。

　実は教育委員会は、そのようなことばかりではありませ

ん。学校教育や社会教育に関する業務に携わっている機関

ですので、学齢児童生徒の保護者の皆様はもちろん、町の

地域行事等に参加される町民の皆様には身近な存在なので

す。特に、「徳之島町教育委員会」は、徳之島町の教育相

談所としての役割もあり、その窓口が町生涯学習センター

１階（学校教育課）、２階（社会教育課）にあります。

『地デジ化』お済みですか？



8

１
．
開
設
日
時
・
会
場

①
日
時

平
成
23
年
６
月
22
日
（
水
）

13
時
か
ら
17
時
ま
で

会
場
伊
仙
町
中
央
公
民
館
（
伊
仙
町
）

②
日
時

平
成
23
年
６
月
23
日
（
木
）
　

９
時
か
ら
14
時
ま
で

会
場
　

天
城
町
役
場
入
札
室
　
（
天
城
町
）

２
．
相
談
内
容

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
船
員

保
険
等
の
年
金
制
度
全
般
に
関
す

る
こ
と

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場
住
民
生
活
課
年
金
係

　
８
２
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
２
）

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性

79
歳
、
女
性
86
歳
（
平
成
20
年
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
も
、
公
的
年
金
が
な
か
っ

た
ら
こ
の
長
い
老
後
の
生
活
は
ど

う
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

老
後
に
備
え
て
貯
蓄
し
て
お
く
な

ど
、
個
人
の
自
助
努
力
で
対
応
し

て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人

の
自
助
努
力
で
老
後
に
備
え
る
の

は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
老
後
の

生
活
の
設
計
を
行
う
こ
と
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。

　
公
的
年
金
制
度
に
は
、
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
、
長
い
老
後
の

生
活
を
安
心
で
き
る
も
の
と
す
る

た
め
に
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
制

度
で
す
。

子
供
た
ち
の
生
活
も
保
障
す
る

○
年
金
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
て

も
、
先
の
こ
と
と
考
え
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
年
金

と
は
、
高
齢
者
に
な
っ
た
と
き
に

初
め
て
関
わ
り
が
あ
る
よ
う
に
考

え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
若
い
時
か

ら
意
外
と
関
わ
り
が
深
い
も
の
な

の
で
す
。

　
例
え
ば
、
一
家
の
担
い
手
が
亡

く
な
ら
れ
た
と
き
に
は
、
遺
族
年

金
を
受
給
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
世
代
間
扶
養
の

仕
組
み
に
基
づ
い
た
公
的
年
金
制

度
は
大
人
だ
け
で
な
く
、
制
度
に

加
入
す
る
前
の
子
ど
も
た
ち
の
生

活
も
保
障
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場
住
民
生
活
課
年
金
係

　
８
２
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
２
）

　
国
民
年
金
に
ゆ
と
り
を
プ
ラ

ス
。
自
分
で
入
る
公
的
な
個
人

年
金
で
す
。

○
国
民
年
金
基
金
は
、
第
１
号
被

保
険
者
の
方
々
が
ゆ
と
り
あ
る
老

後
を
過
ご
せ
る
よ
う
国
民
年
金
に

上
乗
せ
す
る
公
的
な
年
金
で
す
。

○
ご
加
入
は
任
意
で
色
々
な
年
金

の
タ
イ
プ
か
ら
現
在
の
状
況
や
将

来
の
生
活
設
計
に
合
わ
せ
て
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
「
終
身
年
金
」
と
「
確
定
年
金
」

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

終
身
年
金
は
、
生
涯
に
わ
た
り
年

金
を
受
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
定
年
金
は
、
受
取
期
間
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
。

○
国
民
年
金
基
金
に
は
、
「
地
域

型
」
と
「
職
能
型
」
が
あ
り
ま
す
。

地
域
型
は
、
各
都
道
府
県
に
１
つ

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
職
能
型
は

同
じ
職
種
に
従
事
す
る
方
々
で
組

織
す
る
基
金
で
、
25
の
職
種
に
つ

い
て
全
国
単
位
で
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
国
民
年
金
基
金

　
０
９
９
‐
２
２
２
‐
６
２
４
３

　
放
送
大
学
で
は
平
成
23
年
度
第

２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

○
出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
鹿
児
島

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　
０
９
９
‐
２
３
９
‐
３
８
１
１

　
人
事
院
及
び
各
府
省
で
は
、
国

家
公
務
員
中
途
採
用
者
選
考
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】
昭
和
46
年
４
月
２

日
～
昭
和
57
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
者

お
知
ら
せ

　
コ
ー
ナ
ー

年
金
相
談
所
の
設
置
に
つ
い
て

公
的
年
金
制
度
の

必
要
性

国
民
年
金
基
金
と
は
？

放
送
大
学

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

国
家
公
務
員
中
途
採
用
者

選
考
実
施
の
お
知
ら
せ
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すべての住宅に住宅用火災警報器を！！

平成23年度　弁護士相談会(無料)のお知らせ

【
受
付
期
間
】
平
成
23
年
６
月
21

日
（
火
）
～
28
日
（
火
）

【
１
次
選
考
】
平
成
23
年
９
月
４

日
（
日
）

◎
受
験
案
内
等
の
請
求
方
法

　
返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
・
Ａ

４
判
、
１
４
０
円
分
の
切
手
貼
付
、

あ
て
先
及
び
「
中
途
採
用
」
明
記
）

を
同
封
し
た
封
筒
に
、
「
中
途
採

用
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
下
記
問

い
合
わ
せ
先
へ
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課

試
験
係

〒
８
１
２
‐
０
０
１
３
　
福
岡
市

博
多
区
博
多
駅
東
２
‐
１
１
‐
１

　
０
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３

Fax
０
９
２
‐
４
７
５
‐
０
５
６
５

U
R
L

　

h
ttp
://w
w
w
.jin
ji.g
o
.jp
/ 

（
採

用
情
報
ナ
ビ
か
ら
お
入
り
く
だ
さ

い
）

　
県
政
に
対
す
る
県
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
幅
広
く
お

聴
き
し
、
今
後
の
諸
施
策
を
進
め

る
上
で
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

く
た
め
、
県
政
ア
ン
ケ
ー
ト
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
を
よ
り
よ
く
す
る
た

め
に
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
か
せ
く

だ
さ
い
。

○
募
集
人
数
　
２
０
０
人

○
任
期
　
平
成
23
年
９
月
１
日
～

平
成
25
年
８
月
31
日
（
２
年
間
）

○
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
の
県
内

居
住
者
で
、
県
政
に
関
心
を
持

ち
、
そ
の
推
進
・
向
上
に
協
力

い
た
だ
け
る
方
。
た
だ
し
、
次
に

該
当
す
る
方
は
除
き
ま
す
。

①
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
員

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
及
び
地
方

公
務
員

③
過
去
２
期 (

４
年)

の
間
に
連
続

し
て
モ
ニ
タ
ー
経
験
さ
れ
た
方

な
お
、
現
モ
ニ
タ
ー
の
方
も
応
募

は
可
能
で
す
が
、
新
た
に
モ
ニ
タ

ー
に
な
ら
れ
る
方
を
優
先
い
た
し

ま
す
。

○
謝
礼
等
　
モ
ニ
タ
ー
業
務
に
対

す
る
謝
礼
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
毎
回
県
政
資
料
を
提
供
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
今
回
新
た
に
モ

ニ
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
方

に
は
、｢

か
ご
し
ま
　
よ
か
と
こ

１
０
０
選｣

（
全
５
巻
）
の
中
か

ら
い
ず
れ
か
１
巻
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
た
し
ま
す
。

○
応
募
方
法
　
募
集
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
役
場
企
画
課
に
設
置
し
て
お

り
ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
応
募
も
可
能
で
す
。

○
応
募
締
切
　
平
成
23
年
６
月
24

日
（
金
）
（
当
日
消
印
有
効
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
知
事
公
室
広
報
課
　
県

民
の
声
係

　
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
０
９
３

Fax
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
１
１
９

h
ttp
://w
w
w
.p
re
f.k
a
g
o
sh
im
a
.

jp
/ 

◎消防法により設置が義務付けられました。
　平成２３年６月１日から一般住宅（全世帯）に設
置義務になりました。
　まだ設置されていない住宅は早めに設置しましょ
う！！
　　　【問い合わせ先】
　　　徳之島地区消防組合　消防本部
　　　予防係・本署　　０９９７－８３－３１６０

　徳之島町消費者相談室では、平成23年度弁
護士相談会を下記日程で開催します。多重債
務等の消費者トラブルだけでなくその他の相
談にもご利用いただけます。ただし、相談は
予約制としますので、相談を希望される方は
役場企画課（℡82-1111）にお申し込みくだ
さい。（定員数を超える申し込みがある場合
は、消費者トラブルの相談を優先しますので、
あらかじめご了承ください。）

平成23年度　弁護士相談会　日程
平成23年  6月  2日（木）12：30～16：00
　　　　徳之島町役場会議室　 定員5名
平成23年  9月  1日（木）12：30～16：00
　　　　徳之島町役場会議室　定員5名
平成23年12月  1日（木）12：30～16：00
　　　　徳之島町役場会議室　定員5名
平成24年  1月17日（火）10：00～12：30
　　　　徳之島町役場会議室　定員5名

県
政
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　
モ
ニ
タ
ー
募
集
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※試験についてのお問い合わせは、上記の各団体又は九州安全衛生技術センターへお願い
　します。
　　　　【問い合わせ先】　九州安全衛生技術センター　℡：０９４２－４３－３３８１

　法務省・人権擁護機関では本年４月１８日より常

設相談所の電話番号を全国統一の番号０５７０－０

０３－１１０（ゼロゼロみんなのひゃくとうばん）

とし、電話をかけた場所の最寄りの法務局に接続す

る方式を導入しました。

　受付時間は平日午前８時３０分～午後５時１５分

までで、法務局員又は人権擁護委員が相談に応じま

す。秘密は守ります。

　ひとりで悩まず相談を！

［労働安全衛生法に基づく免許試験のご案内］

本年度も鹿児島国際大学において、次の日程により実施されます。

試験日 試 験 の 種 類 受 験 申 請 書 提 出 先

8月28日
(日)

第一種衛生管理者

第二種衛生管理者

（社）鹿児島県労働基準協会

　℡：０９９－２２６－３６２１

一級ボイラー技士

二級ボイラー技士

ボイラー整備士

（社）日本ボイラー協会　鹿児島支部　　

℡０９９－２２３－１５４４

クレーン・デリック運転士[クレーン限定]

移動式クレーン運転士

陸上貨物運送事業労働災害防止協会鹿児島支部

　℡：０９９－２８４－６２１７

潜 水 士
建設業労働災害防止協会　鹿児島支部

℡：０９９－２５７－９２１１

発 破 技 士
鉱業労働災害防止協会砕石鹿児島県支部

℡：０９９ー２５５－２３１１

揚貨装置運転士
港湾貨物運送事業労働災害防止協会鹿児島支部

℡：０９９－２２６－２６１１
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６月４日～１０日は歯の衛生週間です。歯を失う原因の約９割がむし歯と歯周病です

働き盛りの中高年の８割は歯周病にかかっている？とも言われています。今回は歯周病についてお話しします。

下のような自覚症状は、いつもあるわけではありません。調子の良いときにはまったく何ともなかったりします。思い当る自覚症状は

ありませんか？   思い当たる方は一度かかりつけの歯科医院を受診してみましょう！！　

【初期】

ほとんど自覚症状がありません。歯磨きの時に歯ブラシに血がついてきたり、歯ぐきが赤く腫れたりします。

【進行すると】

　　　　　・疲れたとき、歯が浮くような感じがする　　　　　・歯ぐきがむずがゆい感じがする

　　　　　・口の中がネバつく感じになる　　　　　　　　　　・食べ物がよくはさまる

　　　　　・歯がグラグラ動く　　　　　　　　　　　　　　　・痛くて物が噛めない

　　　　　・歯ぐきを指で押すと、歯ぐきのへりから膿が出てくる

★歯周病と全身の病気の深い関係

　歯周病になると、細菌が出す毒素や炎症を引き起こす物質が、歯ぐきからの出血によって血管に入り込み全身に悪影響を及ぼす可能性があります。

一方、糖尿病や喫煙習慣があると、歯周病が進行しやすく、治りも悪くなることが知られています。

歯っぴいジャー

口の中のバイキンが全身に病気をおこします
【予防のためには】

仕上げんジャー

かむんジャー

フッくんジャー

食後・就寝前の

歯みがきが大切です

ケンちゃんジャー

は

い こ い こ は

い こ い こ いこう いこう

【地域ぐるみ歯科保健対策推進協議会】 №１２ １５１５歯っぴいレンジャー

バランスのよい

食生活習慣を身に

つけましょう！！

年に１回～２回は

定期検診を受けましょう！！

くわしいことは保健センターへ

お問い合わせください。

７月１日～１１日に行われる厚生連健診時

に歯周病検診も同時に行われます。

６月の歯科相談日

　６月１６日（木）　　保健センターにて　　　　　　　

　　　　　　　　　　　受付13：30～14：00 

対象；・妊婦さん、幼児、一般の方

　　　・3か月以上歯科健診・フッ素塗布を受けていない方

われんきゃ歯っぴいクラブは、徳之島町の5歳児のむし歯数　　3.24本を　→　1.5本に　減らす！！　ことを目指して活動している

地域ぐるみ歯科保健協議会です。　　　われんきゃ歯っぴいクラブは子どもたちの「健康な歯」を応援します。

　　　　　～　毎月１５日はわれんきゃ歯っぴいdayです　～

子どもたちの健やかな成長を願って、　　めざせ　１５１５歯っぴいライフ！！　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊１５１５とは、目標本数の１．５本と健診に１５、フッ化物塗布に１５の語呂合わせです。

事務局；徳之島町保健センター内

糖尿病

心臓病

骨粗しょう症

関節炎

腎臓病

湿疹

誤えん性肺炎　　など
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中
野
　
宏
夢
　
＝
亀
　
津

　
奥
沢
　
礼
奈
　
＝
亀
　
津

　　
出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

永
喜
　
優
海
（
一
　
士
）
亀
　
徳

川
田
　
隆
心
（
隆
　
博
）
亀
　
徳

徳
富
　
友
都
（
知
　
隼
）
亀
　
津

徳
田
翔
希
也
（
寛
　
之
）
亀
　
津

秋
丸
　
健
太
（
　
堅
　
）
亀
　
徳

　
氏
　
名
　  

年
齢
　  

住
　
所

永
喜
　
　
譽
　
89
　
諸
　
田

徳
山
　
　
進
　
60
　
亀
　
津

木
場
　
基
秋
　
83
　
亀
　
津

　
澤
　
義
榮
　
91
　
母
　
間

富
山
エ
イ
子
　
77
　
　
山
　

福
本
　
喜
慶
　
87
　
亀
　
津

中
村
　
ユ
キ
　
86
　
　
山

廣
　
た
を
み
　
92
　
花
　
徳

東
田
マ
ツ
エ
　
101
　
花
　
徳

井
上
　
ア
キ
　
90
　
井
之
川

前
山
マ
ツ
子
　
81
　
亀
　
津

中
島
　
キ
ヨ
　
90
　
亀
　
徳

※
４
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙

に
掲
載
可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い

ま
す
。

戸
籍
の
窓

◆
ご
結
婚
お
め
で
と
う

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

{

巡回相談会のお知らせ

東日本大震災で被災し、
　　　　　　　避難している皆さまへ
　各都道府県では、東日本大震災で被災され避難され
ている皆さまに、避難市町村の行政情報を的確に提供
するため、現在の所在地、連絡先などをお知らせいた
だくようお願いしております。

　徳之島町に避難されている皆さまで、連絡がお済み
でない方は、お早めにご連絡ください。
　避難元市町村による税や保険料の減免、公営住宅の
提供情報や見舞金等の各種給付の連絡、生活再建支援
制度の速やかな情報提供が可能となります。　
　ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　【問い合わせ先】町役場住民生活課
　　　　　　　　　　　　０９９７－８２－１１１１
　　　　　　　　　　　　　（内線１２３・１２４）

■東北太平洋沖大震災義援金のゆうちょ口座
を開設しました。
　お預かりした義援金は日本赤十字社を通じ
て被災地に送ります。振込み手数料はご負担
願います。

　口座記号番号  
　　　０１７５０―２―８９６６０
  加入者名　　
　　東北地方太平洋沖地震被災地の復興を支
　　援する会

※ご依頼人欄にお名前、ご住所、お電話番号
を記載して下さい。また、窓口でお受取り頂
きました半券（受領証）は、寄付金控除申請
の際にご利用いただけますので、大切に保管
して下さい。
■徳之島町としての今後の義援金活動につい
て
　募金箱の設置・・・９月末まで
　役場本庁及び支所での義援金お預かり
　　　　　　　・・・９月末まで
　ゆうちょ銀行でのお振込み受付
　　　　　　　・・・９月末まで
　
　　　　　【問い合わせ先】　町役場総務課
　　　　　０９９７‐８２‐１１１１

　県が設置している「かごしま子ども・若者総合相談
センター」による、巡回相談会が実施されます。
　不登校、ひきこもりなどでお困りの方は、ご利用く
ださい。
　相談は無料で、秘密は守られます。
日時：平成２３年６月２５日（土）
　　　午後２時から
場所：町生涯学習センター
　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ先】
　　　　　　　　　　　　　　　　かごしま子ども・
　　　　　　　　　　　　　　若者総合相談センター
　　　　　　　　　　　　０９９－２５７－８２３０
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